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社研部員(国際文化学部３年)より
法大生のみなさん！ ６月15日に行われた学祭説明会は、

一言でいって｢責任転嫁｣と｢排除の論理｣で貫かれた許しが

たいものでした！ ｢学生の自主性が足りず、拡大実が集ま

らないから｣と、学祭実側から“学祭当日の運営スタッフ

を全サークルの強制動員とする出向制度”が提起され、一

方で私たち社研は会場から排除されました。

この提起は全面飲酒規制をはじめとする｢８項目規制｣の

実施を前提化するため、｢法大生を規制にどう協力させる

か｣という問題に議論をすり替えようとするものです。そ

して社研の排除は、そういったデマゴギーを貫くための

｢規制絶対反対派｣の排除でした。

そもそも拡大実が集まらないのは、“学生の自主性が足

りないから”ではありません。彼らによれば八項目規制そ

のものだって“学生の自主性が足りないから”ではないで

すか。どこまでも自らの在り方ではなく学生に責任を転嫁

させていく、これが学祭実のやり方です。だから、誰も今

の学祭実に｢自主｣など感じていないし、規制を学生自らが

決めたルール等ではなく、当局に押し付けられたものとし

か見ていません。｢自主｣とは名ばかりの御用機関に入って、

当局の決めた規制を同じ学生に強制する。“こんなくだら

ないことのために、貴重な学祭の時間を割きたくない”と

みなさんが思うのは当然です。

だからこそ、学祭実は出向制度で学生を強制動員し、規

制を実施させることで、規制をまるで自ら決めたものであ

るかのように内面化させようとしています。これは本質的

には、裁判員制度や徴兵制と同じです。みなさん、｢反対

派排除｣と｢規制強化｣は明らかに連動しています。

今年の社研排除の激化、飲みサーの危険サークル認定に

伴い、規制が大幅に強化されているのは客観的な事実です。

そして、排除は権力の後ろ盾、当局の協力がなければ出来

ません。“当局と規制問題で闘っている”と表向きは主張

する学祭実の｢折衝｣は非公開であり、しかし私たちの排除

は当局の職員と一体で目に見えるかたちで行われています。

どちらが彼らの本質的な姿かは、明らかではないですか。

これ以上、学祭実に自主法政祭を任せるわけにはいきま

せん。そもそも｢規制自体の是非｣を問う議論、｢学生の合

意が充分になされないまま規制をどう実施するか等という

議論が行われていること｣自体おかしいのです。そして、

特定の学生が議論の場から排除されることも。みなさん、

ともに声を上げ、排除と分断をうち破っていきましょう。

学祭実の責任転嫁を許さず、一方的な規制実施に真っ向か

ら反対していきましょう。そこからしか議論は始まらない

し、本当の意味での自主法政祭もありえません。

６月15日に行われた学祭説明会(＠511教室)において、学祭実がま

たしても暴挙に手を染めました。学祭規制に反対する私たち社研を、

暴力的に会場から排除したのです(左写真参照)。一切の反対意見を

封殺して行われる｢自主法政祭｣！ そしてこの説明会では、全面禁酒

を貫徹させるために各サークルから人員を動員すること(出向)が提

起されました。学祭実が法大生の立場に立っていないこと、学祭実

のこうしたあり方こそ｢マナーの低下｣をつくり出していること

ははっきりしました。７･13全学説明会で怒りの声をあげよう！

社研の排除弾劾!!



｢全面禁酒｣絶対反対！ ｢出向強制｣反対！

自主法政祭を法大生の手に取り戻そう！

◆７月13日(金) 19時～
◆55年館・511教室にて

暴力｢教授｣=鈴木良則は出ていけ!!
←左の二枚の写真を見てください。これは、社研部員が会

場からの排除と全面禁酒について、入口に立ちはだかる鈴

木良則｢教授｣(法学部･体育方法学専攻)に抗議したところ、

鈴木が当然激昂し殴りかかってきた様子です。批判に対し

てむき出しの暴力でしか応えられない｢教授｣！ 暴力｢教授｣

に泣きついて会場を｢防衛｣してもらう学祭実！ こんな連中

を法大生の怒りの声で追放しよう！

社研部員(国際文化学部３年)より

学祭実行委員会は飲酒規制を一方的に

強化しました。

説明会に参加しようとする社会科学研

究会に対する妨害行為も行いました。

今ここで、大切なことを述べておきた

いと思います。

◆飲酒規制は｢飲酒｣の是非を巡る問題

ではありません。

◆社研排除は｢社研｣の是非を巡る問題

ではありません。

｢規制｣と｢排除｣の対象が不透明な学祭

運営の中で無尽蔵に拡大される可能性。

新たに屋台設営と音響系企画に対する

規制も強化されようとしています。

ダイナマイトキッズ等を含む６サーク

ルも｢危険団体｣認定を受けました。

立て看板とビラに対する規制から始まっ

た学生管理。それらを牽引してきた大学

と、黙認してきた学祭実行委員会。たか

だかビラ。せいぜい立て看板。その果て

に監視カメラだらけの大学があることを

誰が予想できたでしょうか。学費と規制

は不透明な運営の中で増えていくのに、

誰も文句を言えない。批判的な学生には

単位・補助金・親・公安、使えるものは

何でも使い弾圧に出る大学。

僕は北朝鮮顔負けの母校の腐り切った

現状を変えたい！ 次の７･13説明会で、

一緒に声をあげて下さい！

社研排除を強行する学祭実たち(腕章をつけている者、腰

に手を当てている者、腕を組んでいる者、…)。社研から

の追及に、まともに受け答えも反論も出来ない。暴力と

強権にのみ依拠して｢自主｣を売り渡す学祭実を許さない！


